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＜病棟連絡事項＞
・インフルエンザの予防接種が11月に予定されています。受け持ち患者様へ接種希望の有無・御家族へ確認し、接種リストに記入をお願いします。詳細は熊谷Nsからのメールを参照してください。

・詰所内のCSセットの物品は、21号室チェストの中に入れてあります。また、テレビの下にあった新聞は倉庫に入れてあります。11/8まで状態維持でお願いします。　
・病棟内掃除に関して、Aユニット個室のトイレ掃除は遅番B、AユニットBユニットの清掃は朝にリーダーとAM診察介助以外のスタッフで掃除をお願い致します。
＜患者様連絡事項＞

・淡路　智恵子様～排便コントロールにてDrよりIFオーダー(ピコスルファートナトリウム10～15滴)あります。ピコスルファートナトリウム内用液1本処方。
・下浅　光敬様～歯の嚙み合わせが良くないとの事で、食事形態変更あり。おかずがキザミとなりました。

・續石　啓介様～。ボラザG　7本とリスパダール内用液10回分処方となっています。
・佐々木　康子様～ワーカーより、手帳の原本は確認できたとの事。更新の手続き後、病棟ロッカーで預かる予定となりました。
・松谷　さと子様、山本　久美子様～ロナセンテープ継続処方。
・福島　司子様、小田　沙也加様～臨時薬継続処方。
＜ベッドコントロール＞

・石切　久様～北病棟に転出。

・高杉　洋子様～東病棟より西病棟に転出。

＜要注目患者様ケース検討＞
・下口　政子様～気分高揚さや多弁さありますが日中は問題行動や幻聴体験の訴え、来詰目立たず経過しています。引き続き経過みていきましょう。
・下浅　光敬様～食事の際レストランでスタッフに怒鳴る行為や、他患に話しける様子あるも日中はトラブル無く経過。気分高揚続いている為、トラブルないよう対応に注意していきましょう。
・高柳　和子様～朝方脱衣行為あるも日中は目立たず経過。昼食後ホールにしゃがみ込みあり、疎通困難となっています。徘徊もある為、所在確認していきましょう。
・野坂　翔様～居室変更しておりますが特に問題ない様子です。
　
・續石　啓介様～他患に話しかけられイライラした様子あり頓用内服されたりしており、引き続き精神状態観察お願いします。
＜田名部Dr.患者様診察情報＞
・鈴木　知子様～幻聴についてはたまにあると話されている。呂律が回らないと訴えあり、主治医より薬の副作用であるが現在の処方で様子をみたい事を伝え了解している。退院については「早くここから出たい」「青山荘がいい」と話されている。便秘傾向であるも「もう少しで出そうです」と話され処方希望なし。臨時薬変更なし
・野坂　翔様～個室へ移動した事については「1人の方が楽です」と話し、自傷行為は起こさないこと、食事や作業療法へ参加は続けるよう伝えられている。またストレスがかかった時の対処法について「スタッフへ相談する」と答えている。青山荘への入所については「入れるなら入りたいけど、無理なら他も考えます」と返答あり。母様から本人へ警察からの事情聴取についてお話しがあったと自身から切り出しており、主治医からは調子が悪くなったら途中でやめても良い事を伝えられている。臨時薬アトモキセチンが25mg増量、他同内容で処方。
・鈴木　達也様～体調や食事摂取については「今までと同じ」と答えている。苛々感も「あんまりしない」と話す。入院前のお金の使い方について確認されると「欲しいものを…30万くらい…」ネットショッピングで利用したと返答。金銭については家族も困っていることから今後改めるよう指導されている。処方変更なし。
・安達　貴浩様～入室して早々女性患者様への不満をや同室患者様へ話し掛けても返答が無い事も話されている。主治医より女性患者様の不穏に応戦しない、見て見ぬふりをする、同室者に対してはそういうもんだと受け入れるよう指導されている。怒りのコントロールを思い出し「深呼吸とか6秒待つとか言われていたのでやります」と自ら話されている。また眼科へ行きたい、北病棟に行きたい等と訴えはある。
・田中　ハルエ様～体調については「カーッと熱くなる時がたまにある」、上着がなく「寒い」とも話されている。
主治医より自宅への退院について尋ねられると「家が小さいから歩くのが…」と話されているが拒否的ではない。
臨時薬半夏厚朴湯1Pが昼食前に追加、他同内容で処方となる。また自宅への退院を進めるよう指示あり。
・倉橋　生子様～体調について尋ねられると笑って反応しており不調や不満はない。今後新たに退院先が決まった際に上手くやっていけるか主治医から確認されると「うまくやっていきます」「がんばります」と返答あり。併せて人の事は気にしないで過ごすよう助言されている。臨時薬処方変更なし。
・沢田　秋子様～主治医からの話し掛けには頷きで返答している。他者と口論やトラブルはないか確認されると「殺したいとか憎いとか言われる」「私は言ってないけど、文句をつけられる」と話されている。不安時ロラゼパム20回分処方。
・成田　賀枝様～体調については「背中が痒いけどお風呂に入っています」「夜は寝たり起きたりしています」等と話されている。食事についてキザミ食のため「何を食べているか分からない時がある」と本人より訴えあり。歯科治療がもうすぐ終わるとのことで来週再度意向確認し、常食へ戻す事も検討すると伝えられている。昨日娘様へ「今に帰りますから」と電話したが応答がなかったと話されている。主治医より施設退院の意思について確認されているが本人は自宅への退院希望を曲げずにいる。
・田端　香織様～「土下座しろ」と幻聴があるが従わず生活出来ている事を話されている。寝つきの悪さや口渇感を訴えるも処方変更はない。AZ点眼使用しているも目の掻痒感が持続していると訴えあり、オロパタジン点眼液が1本処方となる。
・武田　宜子様～不調の訴えはないが「朝の薬を無くしてほしい」「家にいつ帰れますか？」と確認されている。薬剤については金曜日より処方変更となる事を説明されている。またドアノブに触れる事への抵抗感や汚いと思うところはないか尋ねられると「ないです」と否定している。臨時薬ルボックス1T→2Tへ増量、セルトラリン中止、他同内容で処方となっている。
・高柳　和子様～スタッフの誘導にて診察室へ入室している。主治医からの問い掛けに頷きで反応し「便秘です」「牛乳です…」「いつまでここにいますか？」等と唐突に発言することもある。臨時薬ロドピン(50)3T→（25）6T、コントミン（25）3T→（50）3T、大建中湯2P→3P、他同内容で処方となる。
・成田　富士子様～男性患者様からホールで食事摂取していることを指摘され不満を感じたことを訴えている。また、尿失禁の改善がないことから洗濯回数が増え、洗濯場で他者から不満を言われると訴えているが、主治医より薬剤を増やせないこと、高血糖により多尿となっていることから嗜好品のスタッフ管理を提案されるも「絶対いやです」と返答あり。高血糖を改善しない限り改善しないことも伝えられるも「それでもいいです」と。次回診察までに再度検討していただくこととしている。
診察後、手の乾燥を訴え尿素クリームが1本処方となる。
・下浅　光敬様～薬情を依頼したが先週受け取っていない、いつ届くのかと確認あり。スタッフが対応すると言い方に不満を呈し攻撃的となっている。処方変更となった分と併せて2種類の薬情を希望している。
夜間は「3時間」しか眠れていないと話し、紙に「妄想状態」などと書いて主治医へ渡している。幻覚というか、現実化非現実かわからない時があるとも話されている。入院前まで摂取していなかったが、入院してからおやつや羊羹、カップラーメンが食べたくなるとも話している。歯科受診をしたい為に任意入院へ切り替えて欲しいとも希望されている。
臨時薬カルバマゼピン毎食後→朝夕食後寝る前、レボトミン1T→2Tへ増量となっている。
七戸警察署より主治医へ連絡あり、労役場留置となる可能性があるとのこと。（本人にはお伝えしていません）
・小栗　健太郎様～対人面での悩みについては「自分が失言した時に席を外されたり、誰かとこちゃこちゃ喋っているのが気になりました」「ここの人は悪意がなくて本気で言っているので…」等と特定患者様の名前を挙げて話されている。また聖書についても「呼んでいるうちに熱中しなくてもいいのかなって思えるようになった」等と話されており、時間経過と共にどうでもよくなるとうい考えでもいいことを主治医より伝えられている。処方変更はない。
・畑中　成夫様～調子については平常心が維持出来ない事を話されている。「いけない霊」を出すと同室者が「痛い」「馬鹿」等と言われる為、CDを聴く等して平常心を保っているとも話されている。また、読書も調子が悪くなってきたことから出来ないことを話されている。主治医よりその都度他の行動や考えに切り替えていく様助言を受けている。
・小泉　裕子様～青山荘の見学について尋ねており、主治医より日程が決まったら伝えることを説明されている。本人としては行きたい気持ちでいっぱいであり「覚悟を決めて…」と話されている。水の神様について「134の目を身に付けると仕事が忙しくなって…」等と話す事はある。
＜皮膚科診察＞
・田端　香織様～顔の皮疹に関しては経過観察となりました。他処置同様となっています。
・船田　康子様～両手に乾燥　亀裂あり、アズノール軟膏塗布の指示。アズノール軟膏1本処方。
・鈴木　知子様～右手背に搔痒感　亀裂あり、デルモゾール軟膏塗布の指示となりました。
・下浅　光敬様～両膝　テラマイシン軟膏＋ガーゼ保護の処置となりました。
・淡路　智恵子様～臀部、左下腿にびらん、痂疲あり、テラマイシン軟膏塗布の指示となりました。
・森　政博様～軟膏処置継続、フェキソフェナジン錠内服継続となりました。
